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我
が
国
が
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
平
均
寿
命
と
保
健
医
療
水
準

を
実
現
し
て
い
る
の
は
国
民
皆

保
険
制
度
が
あ
る
か
ら
で
す
。

国
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
保
障
し
て
い
く
う
え
で
本
制

度
は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。  

本
制
度
の
特
徴
は
、
▲
公
的

医
療
保
険
で
全
国
民
を
補
償
。

▲
医
療
機
関
を
自
由
に
受
診
で

き
る
。
▲
安
い
医
療
費
で
高
度

な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
。
▲
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
公
費
投

入
さ
れ
て
い
る
。
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。 

制
度
維
持
の
た
め
、
全
国
一

律
の
診
療
と
そ
の
報
酬
の
取
り

決
め
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が

「
診
療
報
酬
」
で
す
。 

 

診
療
報
酬
は
２
年
に
１
度
、

社
会
情
勢
や
こ
れ
か
ら
の
医
療 

の
在
り
方
を
鑑
み
て
、
政
府
の 

審
議
会
で
検
討
さ
れ
改
定
さ
れ

ま
す
。
本
年
度
は
そ
の
改
定
の

年
に
当
た
り
、
４
月
か
ら
改
定

さ
れ
た
新
た
な
診
療
報
酬
で
診

療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
診
療
報
酬
は0

.4
3

%

増
加
し
ま
し
た
が
、
薬
価
、
材

料
費
は
減
少
し
、
全
体
で
は

0
.9

4
%

の
減
額
改
定
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
審
議
さ
れ
た
基
本
的
視

点
と
具
体
的
方
向
性
は 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
も
対
応
で
き
る
効
率
的
・

効
果
的
で
質
の
高
い
医
療
供
給

体
制
の
構
築
。 

②
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

療
の
実
現
の
た
め
の
医
師
等
の

働
き
方
改
革
等
の
推
進
。 

③
患
者
・
国
民
に
と
っ
て
身
近

で
あ
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
医
療
の
実
現
。 

④
効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た

制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性

の
向
上 

で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策 

・
地
域
医
療
計
画
の
見
直
し 

・
外
来
機
能
分
化
と
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
強
化 

・
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進 

・
医
療
職
種
の
勤
務
状
況
改
善

と
チ
ー
ム
医
療
の
推
進 

・
看
護
師
の
負
担
軽
減
・
医
療

のIC
T

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応 

・
後
発
品
、
バ
イ
オ
後
続
品
の

使
用
促
進 

・
費
用
対
効
果
制
度
の
活
用 

・
重
症
化
予
防
対
策 

・
医
薬
品
の
適
正
使
用
等 

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

社
会
保
障
費
に
占
め
る
医
療

費
の
割
合
は
大
き
く
国
家
財
政

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
膨
ら
ん
だ
医
療
費
を

削
減
す
る
だ
け
で
は
医
療
の
継

続
は
困
難
と
な
り
、
い
つ
で
も

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
診
療
報
酬
の
改
定
は
た
だ

医
療
費
の
増
減
を
決
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
た

め
に
は
、
国
民
が
そ
の
制
度
を

熟
知
し
た
上
で
堅
持
す
る
努
力

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ま
せ
ん
。

２
年
に
１
度
の
改
定
の
際
に
は

医
療
者
ば
か
り
で
な
く
国
全
体

で
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

太
陽
か
ら
発
生
す
る
紫
外
線

はU
V

A
,U

V
B

,U
V

C

の
３
種
類

で
す
。
毒
性
の
強
いU

V
C

は
成

層
圏
オ
ゾ
ン
層
に
吸
収
さ
れ
地

表
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
南
極
や
南
極
圏
上
空
で
は

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
が
出
来
てU

V
C

も
注
ぐ

の
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
小
児
期
か

ら
紫
外
線
対
策
が
徹
底
さ
れ
て

い
ま
す
。U

V
A

(

生
活
紫
外

線
）
は
波
長
が
長
く
皮
膚
深
層

に
達
し
サ
ン
タ
ン(

黒
化)

作
用

が
あ
り
、
自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス

も
通
過
し
、
真
皮
の
膠
原
線
維

(

コ
ラ
ー
ゲ
ン
）、
弾
性
線
維

(

エ
ラ
ス
チ
ン)

を
損
傷
し
、
し

わ
、
た
る
み
の
原
因
に
な
り
ま

す
。U

V
B

(

レ
ジ
ャ
ー
紫
外
線)

は
皮
膚
表
層
に
の
み
達
し
サ
ン

バ
ー
ン(

炎
症
・
発
赤)

作
用
で

日
焼
け
を
起
こ
し
、
し
み
、
そ

ば
か
す
を
生
じ
表
皮
細
胞
の

D
N

A

を
損
傷
し
皮
膚
が
ん
の

原
因
と
も
な
り
ま
す
。
紫
外
線

は
４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
最

大
と
な
り
ま
す
。
最
近
は
乳
幼

児
に
対
し
て
も
母
親
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
に
サ
ン

ス
ク
リ
ー
ン
剤
の
事
を
お
話
い

た
し
ま
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

剤
は
紫
外
線
吸
収
剤(

ベ
ン
ゾ

フ
ェ
ノ
ン
や
オ
キ
シ
ベ
ン
ゾ
ン

な
ど
の
有
機
物
質)

を
含
む
物

と
紫
外
線
散
乱
剤(

酸
化
亜
鉛

や
酸
化
チ
タ
ン
な
ど
の
無
機
物

質)
を
含
む
物
の
２
種
類
で

す
。
吸
収
剤(

ケ
ミ
カ
ル)

は
紫

外
線
と
反
応
し
有
害
物
質
を
産

生
し
皮
膚
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

散
乱
剤(

ノ
ン
ケ
ミ
カ
ル)

は
紫

外
線
と
反
応
す
る
こ
と
が
な

く
、
肌
が
敏
感
な
人
に
向
い
て

い
ま
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤

を
選
択
す
る
際
は
日
常
の
生
活

で
はS

P
F

値(

紫
外
線B

を
遮
断

す
る
効
果)

は
２
０
か
ら
３
０

程
度
で
充
分
で
、
登
山
、
屋
外

活
動
な
ど
紫
外
線
が
強
い
時
は

５
０
＋
の
物
を
お
勧
め
し
ま

す
。P

A

値(

紫
外
線A

を
遮
断

す
る
効
果)

は
＋
記
号
で
表
記

さ
れ
、
最
近
は
殆
ど
＋
＋
＋
＋

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
紫
外

線
カ
ッ
ト
と
お
し
ゃ
れ
の
両
面

を
兼
ね
た
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド

(U
P

F

紫
外
線
保
護
指
数
も
記

さ
れ
て
い
ま
す)

を
着
用
す
る

人
も
見
受
け
ま
す
。
吸
収
剤
、

散
乱
剤
そ
れ
ぞ
れ
長
所
、
短
所

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
皮
膚

科
専
門
医
に
相
談
さ
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。 

本
田
皮
ふ
科
ア
レ
ル
ギ
ー
科 

 
 

 

本
田 

実 
 

国

民

皆

保

険

制

度 

診

療

報

酬 

令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定 

今
回
の
改
定
の
視
点
と
方
向
性 

国

民

皆

保

険

制

度

の

堅

持 

医
師
会
だ
よ
り 

国
民
皆
保
険
制
度
と
診
療
報
酬 

 

紫
外
線
と
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤 

（
日
焼
け
止
め
）
に
つ
い
て 

”
あ
な
た
の
笑
顔
が
必
要
で
す
！
”
大
村
市
医
師
会
潜
在
看
護
師
研
修
事
業 

看
護
師
へ
の
復
職
を
考
え
て
い
る
方
、
復
職
の
た
め
の
研
修
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
大
村
市
医
師
会
ま
で
。 

【
医
心
伝
心
】 

満
開
の
桜
と
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
一
年
生
の
笑

顔
。
誰
も
が
平
和
の
尊
さ
を
思
う

光
景
で
す
。
紛
争
が
な
く
世
界
中

の
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う

月
に
お
願
い
し
ま
す
。 


